
１ はじめに

兵庫県北部から京都府北部にかけての広い地域に中

新統北但層群が分布している. 2003年以来, とくに兵

庫県北部の北但層群から, 台島型植物群や直立樹幹な

どの化石を伴って大型哺乳類ほかの足跡, 淡水魚類,

淡水貝類などの化石群集が産出することが多数報告さ

れている (香住町, 2005；安野, 2003a,b, 2005a,b,

2006, 2007, 2009a,b, 2010, 2011；安野･松岡, 2007).

これらの報告の中で, 彼は上述の化石群集を含む地層

群を下部中新統の八鹿層の上部に設定するという新し

い考えを示している.

最近, 京丹後市の旭･蒲井海岸から初めて偶蹄類の

足跡, 淡水魚類 (コイ科), 淡水貝類などの化石が発

見され, それにより化石産地付近の地層が下部中新統

の八鹿層上部に対比できるという指摘がなされた (安

野, 2010). 本報では, 旭海岸の新たな地点と大向海

岸から初めて産出した足跡化石と追加された淡水魚類

化石について記述し, 植物化石のリストを示す. 本報

の化石群集は, この地域の地層の形成時代についての

前述の指摘を強く支持し, 大型哺乳類の足跡化石が広

範な地域から産出することの期待をより強くしている.

２ 化石産地と付近の地質概要

これまで兵庫県北部･京都府北部の北但層群は中部

中新統豊岡層とされていた. しかし, 永美･山内 (1989)

は本報の調査地域以東の久美浜湾東部では新たに三原

川層として再定義した. また山元 (2009)は, 前述のよ

うに下部中新統八鹿層の上部であるとする新たな考え

も提案されている (安野, 2003a,b, 2005) と述べ, 広

域にわたる層序の再検討が必要であると指摘した.

旭海岸の新たな化石産地は漁港北東の半島である

(図１). 地層の一部に弱いチャネル構造やカレントマ－

クが存在する. 全化石は, 層厚約８mの範囲から産出

し, 安野 (2010)の産出層準より下位から産出している.

長鼻類と考えられる足跡化石は, ここでの最下部の成

層構造が発達した凝灰岩･凝灰質砂岩･泥岩互層から産

出した. この付近には数個の先端部が円盤状～皿状の

形状を示す砕屑物の貫入構造が見られ, １ｍあまり下位

のカレントマークが発達した地層上面に直立樹幹化石が

存在する.

奇蹄類足跡化石は近接した３層準から産出している.

最下位のものは, 長鼻類から６ｍほど上位の斜面で,

ゆるく成層したピソライト含む凝灰岩中から産出する.

中位のものは, 粗粒のピソライト質凝灰岩に発達する

ポットホ－ルの一部の底面に保存されている. また,

これと同様に底面には偶蹄類足跡化石も存在する. 最

上位のものは, 粗粒凝灰岩上面から産出し, すぐ横に

痕跡的な直立樹幹が存在する.

一方, 旭･蒲井海岸の地層に酷似する, 足跡化石な

どを含む凝灰岩の泥岩･砂岩･礫岩･凝灰岩などが, 大

向北西部の海岸にも小分布している. これは, 旭･蒲

井海岸の上位に当り, 大向の南部でデイサイト質火砕

岩類と同時異相の関係でその中に包含されている. こ

のような層序関係は旭･蒲井海岸と同様である. ここ
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での足跡化石は, 層厚約２ｍ, 長さ20ｍほど範囲から

産出している. 最下位の化石は奇蹄類の可能性のある

もの, 上下の地層に直立樹幹化石が存在する中位の化

石は奇蹄類の可能性があるものと偶蹄類のもの, およ

び最上位の化石は偶蹄類のものである.

足跡化石は, すべて収縮率が極めて小さい石粘土を

用いた型とそれから復元した石膏型を観察した. 化石

は, 旭と大向のものに分けて, 以下に記述する.

３ 旭の化石

長鼻類足跡化石：化石AAPPBB0011 (図２-１,２) は, 泥質

ラミナが撓曲状に変形し, 印跡層の上面に浅皿状の２

個の凹みとして残っている. AAPPBB0011は, 全体の形がほ

ぼ円形のものと楕円形のものが一部重なり合って, 円

形のものが楕円形のものの左側外形の上に印され, よ

り深く凹んでいる. 踵部は丸く, それぞれの前半部に

は痕跡的に小さく丸い４個の弧状の突出があり, それ

らは指印である可能性が高い. この形状のものは近隣

地域の長鼻類足印に類似のものがあり, 円形および楕

円形の化石それぞれ前足印および後足印に類似してい

る. 前足と考えられる化石の印長と印幅はともに約23

㎝である. 後足と考えられる化石の印長と印幅は, そ

れぞれ約23㎝および約17㎝である. 産出した化石はこ

の１個だけであり, 指印であると確実に断定できなかっ

たことなどから, ここではこのAAPPBB0011が長鼻類の重複

した足印である可能性が最も高いとするに留める. な

お, 印跡動物に関すると, 長鼻類のステゴロホドン属

の臼歯化石SStteeggoorroopphhooddoonn sspp..１点が竹野海岸から産

出している (安野, 2005b).

奇蹄類足跡化石：最下位の化石 (図２-３) は, 成層し

た凝灰岩からなる急斜面に保存されており, これと隣

接する同層準の垂直断面には足跡と考えられる深い窪

み構造が見られる (図３-２). 化石は, ２個の指印が

浅い凹みとして残る化石AAPPRR0011aaと深く明瞭な凹みと

してのこる化石AAPPRR0011bbからなる. AAPPRR0011aaの左側の

ものは, 左右に幅広く, 印長は約３㎝, その印幅は５

㎝であり, 第Ⅲ指の指印と推定される. AAPPRR0011bbの中

央の幅の広い第Ⅲ指印はあまり突出せず, 左側の指印

と接近した状態である. 右側の指印は斜め前方に長く

のび, その先端は着地後に打内側から外則にすべって

離脱したような形状を示す. 足跡の右外側縁の分が浸

食により削剥されている. 深く窪んだ足跡内部には,

その表面に乾裂痕に似た形状をもつ２個の堆積物があ

たかも火山地形のように盛り上がった構造物が見られ

る. これは, 軟らかい底質から足を抜くときに減圧に

より生じた構造である可能性がある. AAPPRR0011bb (図３-

１) は, 踵部外縁部のほとんどを浸食に消失している

産状であるが, 復元したものの印長と印幅はともに約

16㎝と推定される. ２個の化石は, 今後の検討を要す

るが, AAPPRR0011aaが着地痕で, AAPPRR0011bbが離脱痕である

可能性が残る.

これらの化石から右斜め前方に約15㎝離れて, わず

かに凹んでしわ状に乱れた表面構造をもつ全形がほぼ

円形のものが存在する. これは, 奇蹄類のかなりアン

ダ－の足跡である可能性があるものの, 全体の構造が

不鮮明であり検討を要するものである. 近接の層準と

地点には, 層面を這った生痕化石が見られる.

中位の化石AAPPRR0022 (図３-３) は, 元来はポットホ－

ル群の凹みの一つであった考えられるが, 今は侵食に

よってほとんど底部だけが残された産状である. この

AAPPRR0022は, 前後に少しずれた２個の重複した足印で,

中央の第Ⅲ指印と見られる明らかな幅広い突出がある.

この指印幅は約５㎝である. 推定される印長は15㎝程

度である. 化石の左側半分は, いずれも上部の堆積物

により覆われてその外側の輪郭がはっきりしない.

化石AAPPRR0033aa (図３-４) は, AAPPRR0022の少し上にあり,

ポットホ－ル群の一つとして明瞭に凹み, 化石の輪郭

がよくわかる. これの中央前方に出る第Ⅲ指の指印は

先端部がより深く, 後方の踵底部がよく保存されてい

る. 内外側から斜め前方に出る指印は明瞭で, その外

側縁は約２㎝の段差でオ－バハングの形状である. 一

方, 左側の指印はかなり強く侵食され, その輪郭がや

や不鮮明である. 化石の印長と印幅は19㎝と17㎝であ

る. AAPPRR0033aaの数㎝右上に, これよりひとまわり小型

の外側縁の輪郭がやや不鮮明な奇蹄類の足跡AAPPRR0033bb

がある. その印長と印幅は, ともにほぼ17㎝である.

最上位の化石 (図４-１) は, 痕跡的な直立樹幹化石
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図１：化石産地図 右上の＋印は, 北緯35度39.3分,
東経135度54.5分の地点を示す. 国土地理院発
行の２万５千分の１地形図を使用.

AAPPBB0011

AAPPRR0022--0044,, AAAATT0011--0022

AAPPRR0011

日本海

OOPPRR0011,,0022,, OOAATT0011..0055

OOPPRR0033,, OOAATT0022,,0033

久美浜湾400m
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１ ２

AAAPPPBBB000111 bbb AAAPPPBBB000111AAAPPPBBB000111 aaa

AAAPPPBBB000111 bbb

図２：旭・大向の足跡化石(1)
１：APB01a,b, 長鼻類と考えられるもの, 上方が踵部 ２：APB01a,bの型, 下方が踵部
３：APR01a,b, 奇蹄類

３

AAAPPPRRR000111 bbb

AAAPPPRRR000111 aaa
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図３：旭・大向の足跡化石(2)
１：APB01a,bの型, 奇蹄類, 左斜め上が前方 ２：地層断面の凹み構造, APR01の横
３：APR02, 奇蹄類, 上が前方 ４：APR03a,b, 奇蹄類

１ ２

AAAPPPRRR000111 aaa

AAAPPPRRR000111 bbb

３
AAAPPPRRR000222

４

AAAPPPRRR000333 aaa

AAAPPPRRR000333 bbb
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図４：旭・大向の足跡化石(3)
１：APR04a, b, 奇蹄類, 左が前方 ２：AAT01, 偶蹄類
３：AAT02a, b, 偶蹄類 ４：OPR01, 奇蹄類の可能性
５：OPR012, 奇蹄類の可能性 ６：OPR012の型
７：OPR03, 奇蹄類の可能性 ８：OAT01, 偶蹄類
９：OAT02, 偶蹄類

１

AAAPPPRRR000444 aaa AAAPPPRRR000444 bbb

２

AAAAAATTT000111

５４３

OOOPPPRRR000222OOOPPPRRR000111AAAAAATTT000222 aaaAAAAAATTT000222 bbb

６

OOOPPPSSS000222

７

OOOPPPRRR000333

８
OOOAAATTT000111

９

OOOAAATTT000222
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図５：旭・大向の足跡化石(4)
１：OAT03-04, 偶蹄類 ２：OAT03-04の型 ３：OAT05, 偶蹄類 ４：OAT06, 偶蹄類(転石)

１ ２ ４
OOOAAATTT000333

OOOAAATTT000444

OOOAAATTT000333

OOOAAATTT000444

OOOAAATTT000666

３

OOOAAATTT000555



と隣接している, 前後に接近した２個の足跡AAPPRR0044aa,,

bbで, それぞれが重複した足跡である. ２個は全体が

浅皿状の凹みであり, それらの中間部に向かって緩や

かに深くなっている. 前方のAAPPRR0033aaの印長と印幅は

約13㎝と14㎝で, その第Ⅲ指印の部分にほぼ直交する

偶蹄類の微かな足跡が見られる. 後方のAAPPRR0044bbの外

側の輪郭は不鮮明であるが, その印長と印幅はともに

約12㎝と推定される.

偶蹄類足跡化石：足跡化石は, 数点産出しているが,

以下の２点について記述する.

化石AAAATT0011 (図４-２) は, 奇蹄類化石AAPPRR0044aa,,bb近

くのほぼ奇蹄類AAPPRR0011aa,,bbと同じ層準から産出してい

る. AAAATT0011は, 前後足がほぼ重複したもので, 主蹄の

印長は約６㎝, 印幅は5.5㎝である. その付近に不鮮

明なものがいくつかある

化石AATT0022aa,,bb (図４-３) は, ポットホール群の一つ

の底面から産出した. 主蹄の１個の蹄がほぼ重複した

２個の足跡からなる. 右側AATT0022aaの印長は約５㎝, 印

幅は4.5㎝である. 左側AATT0022bbはやや小さく, その印

長と印幅はともに４㎝である.

魚類化石 (追加)：安野 ((22001100；；LLoocc..55))は, BBiitthhyynniiaa sspp..

を優占種とするマメタニシ－ヒメタニシ－カワニナ化石

群集に伴って, コイ科カマツカ亜科およびコイ亜科に

属する２種の咽頭歯を報告している. 今回, それと同

一地点の砂岩転石からコイ科クセノキプリス亜科１点

とギギ科１点の２種が新たに得られた. 砂岩転石には

淡水生貝類化石 (クサビイシガイ属, ヒメタニシ属など)

が共存している. これにより, 旭海岸から産出した魚

類化石は, コイ科３亜科の３種とギギ科の１種となる.

コイ科 CCyypprriinniiddaaee

クセノキプリス亜科の１種
XXeennccyypprriinniiddiinnaaee ggeenn.. eett sspp.. iinnddeett

図６A

化石＃＃AAFF0011は, 左A列の咽頭歯で, ほぼ歯冠と歯根

の印象からなる. その内部には歯の全形を収縮した形

状の暗色物が保存されている. 歯の全体の高さは, ３

㎜で, 歯冠高は約1.5㎜である. 本種の咽頭歯化石は

日本各地の下部中新統から産出している. 本種は近隣

の兵庫県の香住, 竹野, 城崎の海岸から産出している

(安野, 2003, 2004, 2009).

ギギ科の１種 BBaaggrriiddaaee ggeenn.. eett sspp.. iinnddeett..

図６B

化石＃＃AAFF0022は右胸鰭の棘である. 先端部を欠いて

いるが, 基部側の大部分が保存されている. 基部前縁

部と中間部の化石の実体は剖出中に破損し, 中間部は

凹型の鋸歯を有する内型印象だけが残る. 化石は, 前

方にゆるく凸形に湾曲し, 後面には強い鋸歯５個が確

認され, 基部近くの棘表面に斜交する溝構造が発達し

ている. 化石の保存部分の長さは10㎜である. 本種は

近隣の兵庫県の竹野海岸から産出している (安野,

2005b).

４ 大向の化石

足跡化石の産出層準は, 数点の直立樹幹化石が存在

する, 層厚３mの範囲のほぼ３層準に大別される. 一

部に地層面に沿う這い跡と考えられるパイプ状の生痕

化石も伴っている. 化石産地の南端部では巨大なスラ

ンプが存在するなど, ここの岩相は水平および垂直方

向に変化に富んでいる.

化石は, いずれも大型で不鮮明なものであるが, 奇

蹄類の可能性があるもの３点からなる. これらの中に
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図６：旭の魚類化石
A：クセノキプリス亜科の１種, ＃AF01.
B：ギギ科の１種, ＃AF02.

Ａ

Ｂ



は, 少し上部の層準に由来する転石から産出したもの

１点が含まれる.

奇蹄類の可能性がある足跡化石：化石OOPPRR0011 (図４-

４) は, 最下位の層準のもので, ほぼ潮間帯付近に存

在する. 凝灰質砂岩の上面に, 痕跡的な弱い凹みを残

すだけで, その輪郭ははっきりしない. 推定される化

石の印長と印幅は12㎝と11㎝である. この右下に大型

の足跡である可能性がある構造の一部が存在する.

化石OOPPRR0022 (図４-５と６) は, 中位の層準のもので,

不鮮明な偶蹄類の足跡も見られる泥岩上面に凸型に突

出した砂岩塊としても残されており, 印跡動物はこの

少し上を踏んだものと考えられる. OOPPRR0022は, 後部に

踵溝である可能性を考えることができる凹みと中央前

方広がったU字形の深い凹みをもっている. 前方の凹

みの部分には, 痕跡的な通常サイズの偶蹄類の足跡と

見られるもの (印長と印幅はともに4.5㎝) が存在する

など, 何らかの原因で中央の第Ⅲ指印が失われた可能

性も考えられる. その大きさからは, これまで北但層

群では産出例がなく初めてのものであり, OOPPRR0022が極

めて大型の偶蹄類の足跡である可能性も検討する必要

性も残る.

化石OOPPRR0033 (図４-７) は砂岩転石から産出した.

OOPPRR0033は, 砂岩上位の厚さ数㎜の黄色の細粒凝灰岩の

上面に残され, その部分が浅皿状に凹んでいる. 中央

前方の第Ⅲ指印と見られる部分の多くが失われている.

推定される化石の印長と印幅はともに12㎝である.

偶蹄類足跡化石：偶蹄類の足跡化石の産出層準はほぼ

２層準に大別される. 下位層準は, 奇蹄類OOPPRR0022とほ

ぼ同じで, その約１m上に上位層準が存在する. この

他に, 上部に由来する砂岩転石中から化石１点が産出

している. なお, 一部の化石はここでの記述を省略する.

下位層準のOOAATT0011 (図４-８) は, 礫岩に挟まれるシ

ルト層に印された, 前後に重複した足跡１点である,

OOAATT0011は, 前方のものは細礫を含む極粗粒砂が, 後方

のものは, それと少し重なりぼぼ主蹄部のみが残り,

泥質砂が足跡を埋めた岩塊として残されている. 前方

の化石の印長と印幅は５㎝と4.5㎝である.

下位層準の化石OOAATT0022 (図４-９) は, OOAATT0011と離れ

た場所で, 足跡内部を細礫が埋めている. その印長と

印幅4.5㎝と４㎝である.

下位層準の化石OOAATT0033 (図５-１と２)は, OOAATT0022の

約20㎝上で, ほぼ完全に重複し, 足跡内部を極粗粒砂が

埋めている. 化石全体の印長と印幅はともに４㎝である.

下位層準の化石OOAATT0044 (図５-１と２)は, OOAATT0033の約

５㎝上で, 前後に重複し, 極粗粒砂の突出した岩塊の上

に残っている. 主蹄の印長と印幅はともに約３㎝である.

上位層準の化石OOAATT0055 (図５-３)は,約900㎝２範囲に

数個見られる足跡うちの１つで, 足跡内部を細粒凝灰岩

の細礫が埋めている. その印長と印幅5.5㎝と４㎝である.

化石OOAATT0066 (図５-４)は, 転石中の前後に重複した

足跡である. 前方の印長と印幅はともにほぼ５㎝である.

植物化石：初めて得られた葉体化石は, 足跡化石を含

む地層中に保存されていた"ウリノキ属"の１種を除いて,

すべて凝灰質砂岩･泥岩からなる転石から産出した. 転

石は足跡化石層より少し上の層準からのものと推定さ

れる. 化石は, 少数であるが, ふつうに台島型植物群

の一部を構成するものである. このうち, チュウシン

フウとナウマンヤマモモの化石１点は, １個の転石

(厚さ10㎝, 長さ20㎝, 幅15㎝) 中に保存されていた.

以下にそのリストと産出個体数 (括弧中の数字)を示す.

LLiiqquuiiddaammbbaarr mmiioocciinniiccaa HHuu eett CChhaanneeyy ((11))

""AAllaannggiiuumm"" sspp.. ccff.. ""AA"" aaeeqquuaalliiffoolliiuumm((GGooeeppppeerrtt))

KKrryysshhttooffoovviicchh eett BBoorrssuukk ((33))

CCoommppttoonniiaa nnaauummaannnnii ((NNaatthhoorrsstt)) HHuuzziiookkaa ((22))

PPaarroottiiaa sspp.. ((22))

PPoopplluuss sspp.. ((11))

このほかに, 炭化した直立樹幹化石８点が, ほぼ３

層準にわたり足跡化石層中に存在している.

４ まとめ

京丹後市久美浜町北西部の2地点の中新統から, 新

たに大型哺乳の足跡化石と植物化石が直立樹幹化石を

伴って発見され, 淡水魚類化石が追加された. 産出化

石と岩相などから得られた結論は以下のとおりである.

(1) 旭海岸からの新たな足跡化石として, 長鼻類と考

えられるものおよび奇蹄類の化石が得られた.

(2) 旭海岸からの新たな淡水魚類化石として, コイ科

クセノキプリス亜科の咽頭歯およびギギ科の右胸鰭

棘の化石が追加された.

(3) 大向海岸からの初めての足跡化石として, 奇蹄類

の可能性があるものおよび偶蹄類の化石が得られた.

(4) 大向海岸からの初めての植物化石として, 台島型

植物群に属する大型葉体化石が得られた.

(5) 得られた化石群集は, 兵庫県北部の下部中新統

(八鹿層香住砂岩泥岩部層) から産出している化石

群集とほぼ同類であり, 地層の形成年代もそれに対

比される.
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MMMiiiioooocccceeeennnneeee mmmmaaaammmmaaaalllliiiiaaaannnn ffffoooooooottttpppprrrriiiinnnntttt ffffoooossssssssiiiillllssss ooooffff tttthhhheeee LLLLoooowwwweeeerrrr MMMMiiiioooocccceeeennnneeee

dddiiiissssccccoooovvvveeeerrrreeeedddd ffffrrrroooommmm KKKKyyyyoooottttaaaannnnggggoooo CCCCiiiittttyyyy,,,, KKKKyyyyoooottttoooo PPPPrrrreeeeffffeeeeccccttttuuuurrrreeee,,,, cccceeeennnnttttrrrraaaallll

JJJaaaappppaaaannnn

TToosshhiikkaattssuu YYAASSUUNNOO

AAAbbbbssssttttrrrraaaacccctttt

MMaa㎜㎜aalliiaann ffoooottpprriinntt ffoossssiillss wweerree ddiissccoovveerreedd ffrroomm tthhee

MMiioocceennee ffoorrmmaattiioonn ooff tthhee AAssaahhii aanndd OOmmuukkaaii CCooaassttss iinn

KKuummiihhaammaa -- CChhoo,, KKyyoottaannggoo CCiittyy,, KKyyoottoo PPrreeffeeccttuurree.. FFiirrsstt

ffoooottpprriinnttss ccoonnttaaiinn tthhaatt ooff PPrroobboosscciiddeeaa iinn ddeeeepp ppoossssiibbiilliittyy

aanndd PPeerriissssooddaaccttyyllaa,, aaddddiittiioonnaall ffrreesshhwwaatteerr ffiisshh ffoossssiillss aanndd

ssoommee mmeeggaa--ppllaanntt ffoossssiillss ooff tthhee DDaaiijjiimmaa--ttyyppee fflloorraa.. FFoossssiillss

iinn hheeaarr aarree ccllaassssiiffiieedd iinnttoo tthhee ffoossssiill aasssseemmbbllaaggee ffrroomm tthhee

LLoowweerr MMiioocceennee YYookkaa FFoorrmmaattiioonn ddiissttrriibbuutteedd wwiiddeellyy iinn tthhee

KKaassuummii aanndd TTaakkeennoo CCooaassttss ooff tthhee nnoorrtthheerrnn ppaarrtt ooff HHyyooggoo

PPrreeffeeccttuurree.. TThheessee ffaaccttss oonn tthhee ffoossssiillss iinnddiiccaattee ddeeeeppllyy tthhaatt

ppaalleeoo -- eennvviirroonnmmeenntt wwhheerree aabboovvee llaarrggee mmaammmmaallss hhaadd

iinnhhaabbiitteedd iinn tthhee EEaarrllyy MMiioocceennee hhaadd bbeeeenn mmaaiinnttaaiinneedd

wwiiddeellyy nnoorrtthheerrnn ppaarrtt ooff HHyyooggoo--KKyyoottoo pprreeffeeccttuurreess..
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